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本技術は、廃棄対象であった籾殻由来養液を活用し、既存メタン発酵設備においてガス発生量の

向上と消化液処理負荷の低減を同時に実現するものである。本実証により、単なる技術成立にとど

まらず、事業として成立することを確認した。既存バイオガス事業の運用効率と収益性を改善する、

実装可能な技術である。

本事業は、農作物非食用部（籾殻等）から生成される養液を、既存メタン発酵設備に投入

することで、発電効率向上および消化液処理負荷低減を実現する事業モデルの確立を目的と

する。令和6年度までに基礎的な発酵適性および養液生成技術を確立し、本年度は事業化

最終フェーズとして、実機条件を想定した連続運転試験、濃縮・混合条件の最適化、製造・

輸送・販売を含めた一貫プロセスの検証を実施した。その結果、養液単体ではなく混合利用に

より事業成立ラインを達成し、さらに消化液処理負荷の大幅低減を確認した。これにより、廃棄

コスト削減と売電収益向上を両立する事業モデルとしての成立性を実証した。

農作物非食用部を主原料とする高効率な
メタンガス養液等の開発

トレ食株式会社

〒979-2157 福島県南相馬市小高区吉名岩屋堂175-3

トレ食株式会社小高工場

Tel.：0244-32-0266

E-mail：info@syokulabo.jp

◆ 事業イメージ

事業化に向けた実証成果として、籾殻養液単体では目標未達となったが、他廃棄物原料
との混合により事業化ライン（70Nm³/t）を達成。

事業化のために障壁となっていたのが、製造された養

液の輸送コストであった。当事業で、RO膜による養液

濃縮と、タンクローリーによる輸送実証により、事業に

おけるコスト算定を行い、事業化の採算性（経済合

理性）が成立した。
RO膜による養液濃縮

◆ 令和7年度の研究成果



MWクラスの大型風車での利用を目標に施工性を考慮した製品の開発、それらの実証試験や実績
作りを進めてまいります。当社製品を県内外の事業者様や風車メーカー様などへ展開を図り、再生
可能エネルギー関連産業に貢献してまいります。

風力発電ブレード用エロージョン対策リーディングエッ
ジプロテクターの製品化に向けた開発・実証事業

株式会社朝日ラバー

〒961-0004 福島県白河市萱根月ノ入1番地21

技術本部 商品開発部 新田 倫之

Tel.：0248-28-5061 Fax：0248-28-5064

E-mail：n-nitta@asahi-rubber.co.jp

【目的】
MWクラスの大型風車において、リーディングエッジプロテクターの製品化に向けた開発でエロー
ジョンの課題解決を目指します。大型風車における投資回収と環境負荷の低減の実現を通じ
て、県内発の再生可能エネルギー関連技術の普及展開を図ります。

エロージョンによるブレード表面劣化

【成果】

１．工程構築
新規材料を用いた製造工程を構築。
材料の特性を考慮した工程の構築を実施。不具合対策として成形工程の条件構築、金型
修正を実施し製品作製数は少ないが更なる良品率向上が確認できました。

新材料によるリーディングエッジプロテクター

２．エロージョンに関する技術データ取得
液滴衝撃エロージョン装置の簡易装置を製作し材料評価試験を実施。吐出条件や雨滴形状を
再現するための課題を確認することが出来ました。



今後、日本国内で本格的に進む洋上風力発電の建設に向け、私たちはその基盤を支える「太径ボ
ルト」の国産化・実用化開発に取り組みます。東日本エリアで洋上風力発電設備に使用するボルト
を製造・販売できる企業は無いため、東日本エリア唯一のボルト納入企業になり、福島県内の産業
育成、集積に貢献します。

取り組みの概要
国内、海外の洋上風力発電設備に使用する太径ボルト（ボルトサイズ：M72）の実用化開
発を行う。国際規格ISO898-1に適合する「材料メーカー」と「材質」を選定し、「最適な熱処
理条件（焼入れ温度、加熱保持時間）」を確立する。試験片および実体(ボルト)で試験を
実施し評価を行い、海外大手風力発電設備メーカーに直接販売し、市場に投入する。

洋上風力発電設備用太径ボルトの実用化開発

東北ネヂ製造株式会社

〒971-8184 福島県いわき市泉町黒須野字砂利59

本社・工場 技術研究開発部

Tel：0246-56-4751 E-mail：k.yonekura@touhokunedi.com

材料メーカー選定・材料調達

自社で熱処理実施
（焼入温度、加熱保持時間）

各種 機械的性質試験 実施

パラメーターを変化させ
最適条件を確立

・熱処理の特性上、太径になると質量効果
により 表面と内部の性質が異なる傾向が
ある（内部の強度が不足する）
・ボルト全体で均一な性質を得るためには
熱処理の焼入温度、加熱保持時間を
最適な条件にする必要がある

・当社は各種試験装置を保有している
ため、コストを抑えタイムリーに試験を
実施し評価した
・一部、社内で実施できない試験は
外部機関に委託して実施

【成果】
① 国際規格ISO898-1に適合する「材料メーカー」と「材質」を選定した
② 国際規格ISO898-1に適合する「最適な熱処理条件
（焼入れ温度、加熱保持時間）」を確立した



ペロブスカイト太陽電池は、軽量・柔軟といった特長により、従来設置が困難であった場所への導入
を可能とする次世代エネルギーとして期待されています。本事業は、その普及拡大に不可欠な評価・
開発基盤を創出する取組です。本製品の実用化により、太陽光発電システムの付加価値向上と発
電性能評価の標準化を促進し、再生可能エネルギーのさらなる導入拡大に貢献します。

次世代太陽電池として期待されるペロブスカイト太陽電池は、従来型太陽電池と特性が異な
るため、接続されるパワーコンディショナーの制御にも影響を及ぼすことが想定される。このため、
同太陽電池の出力特性を模擬する直流電源の開発が不可欠である。本事業では、従来型と
の差異を解析・把握した上で、その特性を再現するハードウェアおよびソフトウェアの検討・開発
を行い、出力変化量・変化時間の設定、日射・温度変動の連続模擬、スケジュール運転、履
歴管理機能等を備える。また、組成・構造の違いに起因する動的応答特性をパラメータ化・可
変設定可能とし、模擬出力表示等のユーザインタフェース機能を実装する。最終的に性能評
価を実施のうえ、製品化に向けた開発を展開する。

ペロブスカイト太陽電池用の直流模擬電源の開発

日本カーネルシステム株式会社

（福島支店）福島県郡山市待池台１丁目１２番地 ハイテクプラザ技術開発室７号室

（大阪本社）大阪府大阪市中央区船越町１丁目６番６号

Tel.：06-6941-0427

問い合わせURL：https://www.kernel-sys.co.jp/inquiry/

【事業イメージ】

観点 実PV 模擬電源

再現性 × ◎

安全性 △ ◎

条件変更 × ◎

長時間試験 △ ◎

パワーコンディショナーの
開発・評価・認証に必要なアイテム

ペロブスカイト太陽電池特性
●I-Vヒステリシス
●時間依存挙動

模擬

●次世代PCS評価基盤の確立
●ペロブスカイト太陽電池普及促進

【令和７年度の成果】

成果１：特性調査／シミュレーション 成果２：ハードウェア検討・試作

成果３：ソフトウェア検討・実装 成果４：機能評価

• ヒステリシス性、過渡特性の実測確認
• 等価回路モデルの作成
 およびシミュレーション

シミュレーション結果

• ハードウェア構成検討
• 基板試作、筐体試作

基板：
位相シフトPWM

＋同期整流

筐体

• ソフトウェア構成検討
• モジュール制御の実装
• PCソフトウェアの実装

• モジュール回路の実動作評価

GUIクラス検討

PCソフト画面

実測波形

高速スイッチング
200kHz

評価環境

令和８年度は、ペロブスカイト太陽電池の特性調査結果をふまえ、課題解決をはかりながら、
ハードウェアの開発およびソフトウェアの実装を引き続き実施する。最終的に開発品の性能評価
を行い、量産化・事業化に向けた製品開発を着実に実施する。

【令和８年度の計画】



メタネーションはインフラ投資なしで、水素を利用できる技術です。本装置で排出している未利用CO₂
を集め、再エネを使って燃料e-メタンに変換しエネルギーの地産地消が実現するとともに、CO₂排出
量を削減します。本事業で開発した移動式CO₂液化回収装置はトラックもe-メタンで走行し、装置
に必要な電力もトラックのエンジンから発電する予定で、完全にカーボンニュートラルで稼働します。

地産グリーンメタン製造のための移動式CO2液化
装置の開発実証

株式会社 IHI

〒 960-0005 福島県相馬市光陽２丁目１-1 そうまIHIグリーンエネルギーセンター

技術開発本部 技術企画部 SIGCグループ

Tel.：045-759-2063

【目的】メタネーションは再エネからカーボンニュートラル燃料を作り出す技術で、都市ガス等のイ
ンフラをそのまま利用できるため、普及のための必要投資が低いという利点がある一方、バイオマ
ス由来のCO₂確保とコストが課題である。本事業では移動式CO₂液化回収装置を開発し、県
内の未利用CO₂を回収利用し、地産グリーンメタンとして利用することの実証を行うものである。
【成果】蒸留所の実排出ガスを調査、発酵過程で発生するCO₂濃度は98%であることを確認、
このCO₂を使った地産燃料がLNGとコスト面で競合できることが確認できた。開発製作した本装
置を使用し、相馬市内のウイスキー蒸留所において、CO₂の採取を実施した。装置の製作は県
内企業の技術向上のために、IHIが基本設計し、県内の水素関連企業連合で製作した。

地産地消カーボンニュートラル燃料イメージ 完成した移動式CO₂液化回収装置

相馬市内の蒸留所でのCO₂液化回収

移動式CO₂液化回収装置概念図

① ガス採取

② 圧縮除湿 ③ 圧縮液化

発酵槽から採取 装置へ取込み

SIGCの
メタネーション装置

来年度、回収したCO₂はSIGCにてグリーン水素とメタンに変換し、バスの燃料として利用、
最適な温度パラメターの設定、 CO₂の回収コスト、経済性算出、課題を抽出する

相馬市
メタンバス



結果として、国内では当該技術の需要がまだ高まっていない一方、海外では製品ラインナップやメンテ
ナンス情報が体系化されていることを確認した。今回、欧州メーカーの実機を直接調査し、国内では
得られない技術情報を収集できたことは大きな成果であり、当社の強みを活かしながら今後の製品
開発や市場展開の方向性のヒントを得る重要な材料となった。

陸上・洋上風力発電設備に用いるメンテンナンス
軽減を目的とするボルトの市場調査及び開発構想
の策定

東北ネヂ製造株式会社

福島県いわき市泉町黒須野字砂利59
東京都台東区東上野１丁目２６番２号 オーラムビル4階

本社 東京営業部

当社は、生活インフラを支える熱間鍛造ボルトの開発・製造・販売を通じて、社会の安全と
安心に貢献してきた。 東日本大震災以降、福島県が掲げる再生可能エネルギー政策に
沿い、当社は風力発電事業への参入を決定した。事業を進める中で、国内の風力発電設
備におけるメンテナンス作業が過酷で安全性に課題があること、また、欧州では既に安全性
向上に貢献する技術が製品化されていることを確認した。そこで当社は、これら先進技術の
活用可能性や市場動向を調査し、今後の製品開発および市場参入の方向性を検討した。
本調査により、当社製品の適用範囲拡大や新たな市場創出の可能性が明確となり、地域
産業の振興および再生可能エネルギー分野への貢献につながる成果を得るべく活動した。

当社だけで対応するのではなく専門的な調査機能
を有する外部コンサルタント株式会社アチーヴの協
力のもと進める事とした。
１．当案件の進め方
１）全体スケジュールの作成
２）各社製品の仕様比較調査からのベンチ
マーク企業の選定、更なる深堀

３）O&M会社（ウェンティジャパン社）及び
ナセルメーカー（SIEMENS、GE）への
ヒアリング

４）欧州メーカー訪問に依る実機確認
５）総括からの今後の進め方の議論

スケジュール

２．各社製品仕様調査に依る特性比較表とベンチマーク企業の選定

電話：03-6284-7130、 E-mail：o.kujirai@touhokunedi.com

製品特性分類 ベンチマーク企業

３．ヒアリングサマリー

４．実機確認

イギリス・EchoBolt社訪問

製品の特性としてスマホのアプリで現場測定が可能
でメンテンナス作業の軽減化やボルトを選ばず使用
出来るという点での特性と、ボルト表面の加工精度
に影響されるという負の側面を現場で確認できた。
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